



















































































１	 10x ＋ y	 と解答しているもの。	 ◎
２	 xy	 と解答しているもの。
３	 x ＋ y	 と解答しているもの。




　2 けたの自然数の十の位の数を x，一の位の数を y とするとき，そ



































































10x ＋ y だと思うよ。
文字を用いた式の表し方で考えると， x y は x × y のことだよね。
例えば，２けたの自然数 23のとき x ＝ 2， y ＝ 3 として










10x ＋ y と表せば， x＝ 2， y ＝ 3 を代入すると， 10× 2＋ 3で
23になり，確かに 2けたの自然数 23 になるね。
２けたの自然数は xy ではなく， 10 ×（十の位の数）＋ 1×（一の位の数）と
いう仕組みを文字を使った式に表して，10x ＋ y と表せるね。
２けたの自然数は 10 から 99 まてあるね。 10x ＋ y はそれらすべてを表しているのかな。
10x ＋ y の x には 1から 9までの







２けたの自然数の十の位の数を x，ーの位の数を y として，2 けたの自然数を
文字を用いた式で表してみましょう。




・10x ＋ y は 10から 99までの
　２けたの自然数すべてを表しているのかな
x＝ 1， y＝ 0のとき　 10 × 1＋ 0＝ 10
x ＝ 2， y＝ 3のとき　 10 × 2＋ 3＝ 23
x ＝ 6， y＝ 2のとき　 10 ×６＋ 2＝ 62

















間で集まった紙パックの合計の重さを45000 g としたとき，紙パック１枚の重さを 28 g とし



























　 紙パック 1 枚の重さを 28 g としたときと， 32 g としたときでの求められる紙パックの枚
　数の違いを調べるために，グラフを用いることとし，その「用い方」について数学的に説明す
　るものである。その際，グラフの「用い方」として，紙パックの合計の重さが 45000 g であ
　ることから，グラフの x 座標が 45000 である点に着目することを明示する必要がある。その











（正答例）　・　１枚の重さを 28 g としたときのグラフと１枚の重さを 32 g としたときのグ
　　　　　　　ラフについて，x の値が 45000 のときの y の値の差を求める。	
　（a）について，x を用いた記述がなく，（b）について記述しているもの。
（正答例）　・　２つのグラフが 45000 g のときの yの値の差を求める。
　　　　　　・　 45000 g のときの y の値の差を求める。	
　（b）についての記述が十分でなく，（a）について記述しているもの。
（正答例）　・　２つのグラフの x の値が 45000 のとき，枚数の差を求める。
　　　　　　・　２つのグラフの x の値が 45000 のときの y の値を読む。	
　（a），（c）について記述しているもの。
（正答例）　・　１枚の重さを 28 g としたときのグラフと１枚の重さを 32 g としたときのグ
　　　　　　　ラフについて，x の値が 45000 のときの 2 点間の y 軸方向の距離を読む。	
　（a）について，x を用いた記述がなく，（c）について記述しているもの。
（正答例）　・　	２つのグラフが 45000 g のときの 2点間の縦方向の距離を読む。	
　（c）についての記述が十分でなく，（a）について記述しているもの。






































よって，本設問においては，１枚の重さを 28 g としたときのグラフと，１枚の重さを 32 g

















































































































は，最初は，グラフの x が45000 のところを
見ればわかると考えていました。でも，解決













































































できた四角形A B E F はどんな四角形ですか。
台形になっていると思う。 私のも台形になったよ。





















































































































































































































































































































































































































































• 金曜日の来院者 150 人の待ち時間について調べたことを表やヒストグラムに	











11 時台より多いからといって，8 時台に受付をすれば 11 時台よりも
待ち時間が短くなりそうだといっていいのかな。






	 	 0 ～ 60	 27	 13	 16	 20
	 60 ～ 120	 17	 12	 12	 5
	120 ～ 180	 10	 13	 5	 0








８時台は 0.50，11 時台は 0.80 になったよ。












	 	 0 ～ 60	 27	 20
	 60 ～ 120	 17	 ５
	120 ～ 180	 10	 ０



















	 	 0 ～ 60	 27	 0.50	 20	 0.80
	 60 ～ 120	 17	 0.31	 5	 0.20
	120 ～ 180	 10	 0.19	 ０	 0.00
	 合計	 54	 1.00	 25	 1.00























































い」ことが主張できる根拠として，８時台と 11 時台のそれぞれで待ち時間が 60 分未満の来
院者数の相対度数を明示し，その大小関係を記述する必要がある。その上で，成り立つ事柄と
して，「60 分末満の来院者数は，８時台の方が 11 時台より多いとは言い切れない」ことを記
述する必要がある。解答類型については，次のとおりである。
解答類型
解 答 類 型 正答
（正答の条件）
次の（a），（b）について記述しているもの。
（a） ８時台と 11 時台のそれぞれで待ち時間が 60 分未満の来院者数の相対度数を求めて比較
すること。







（正答例）　・	　８時台は総度数が 54 で，待ち時間が 60 分未満の度数が 27 なので相対度数
は 0.50 である。また，11	時台は総度数が 25 で待ち時間が 60 分未満の度数	
が 20 なので相対度数は 0.80 である。８時台と 11 時台の相対度数を比べると，
0.50 より 0.80 の方が大きい。よって，60 分未満の来院者数は，８時台の方
が 11 時台より多いとは言い切れない。
（a）のみを記述しているもの。
（正答例）　・	　８時台で待ち時間が 60 分未満の相対度数は 0.50 であり，11 時台で待ち時
間が 60 分未満の相対度数は 0.80 なので，0.50 より 0.80 の方が大きいから。
（a）についての記述が十分でなく，（b）について記述しているもの。
（正答例）　・	　８時台で待ち時間が 60 分未満の相対度数は 0.50 であり，11 時台で待ち時
間が 60 分未満の相対度数は 0.80 なので，60 分未満の来院者数は，８時台の
方が 11 時台より多いとは言い切れない。
・	　相対度数は 0.50 より 0.80 の方が大きいから，60 分未満の来院者数は，８
時台の方が 11 時台より多いとは言い切れない。
・ 	　相対度数は 0.50 と 0.80 だから，60 分未満の来院者数は，８時台の方が	
11	時台より多いとは言い切れない。
（a）についての記述が十分でなく，（b）について記述していないもの。
（正答例）　・	　８時台で待ち時間が 60 分未満の相対度数は 0.50 であり，11 時台で待ち時	
間が 60 分末満の相対度数は 0.80 だから。
・　相対度数は 0.50 より 0.80 の方が大きいから。






　上記１～４以外で，８時台と 11 時台のそれぞれで待ち時間が 60 分以上の来院者数の相対
度数を求めて比較し，（b）について記述しているもの。
（正答例）　・	　８時台は総度数が 54 で，待ち時間が 60 分以上の度数が 27 なので相対度数
は 0.50 である。また，11 時台は総度数が 25 で待ち時間が 60 分以上の度数が
５なので相対度数は 0.20 である。８時台と 11 時台の相対度数を比べると，	












　上記５について，８時台と 11 時台のそれぞれで待ち時間が 60 分以上の来院者数の相対度
数を求めて比較することのみを記述しているもの。
（正答例）　・	　８時台で待ち時間が 60 分以上の相対度数は 0.50 であり，11 時台で待ち時
間が 60 分以上の相対度数は 0.20 なので，0.20 より 0.50 の方が大きいから。
　上記５について，８時台と 11 時台のそれぞれで待ち時間が 60 分以上の来院者数の相対度
数を求めて比較することについての記述が十分でなく，（b）について記述しているもの。
（正答例）　・	　８時台で待ち時間が 60 分以上の相対度数は 0.50 であり，11 時台で待ち時
間が 60 分以上の相対度数は 0.20 なので，60 分未満の来院者数は，８時台の
方が 11 時台より多いとは言い切れない。
・	　相対度数は 0.20 より 0.50 の方が大きいから， 60 分未満の来院者数は，８	
時台の方が 11 時台より多いとは言い切れない。
・	　相対度数は 0.50 と 0.20 だから，60 分未満の来院者数は，８時台の方が	
11 時台より多いとは言い切れない。
　上記５について，８時台と 11 時台のそれぞれで待ち時間が 60 分以上の来院者数の相対度
数を求めて比較することについての記述が十分でなく，（b）について記述していないもの。
（正答例）　・	　８時台で待ち時間が 60 分以上の相対度数は 0.50 であり， 11 時台で待ち時
間が 60 分以上の相対度数は 0.20 だから。
・　相対度数は 0.20 より 0.50 の方が大きいから。
・　相対度数は 0.50 と 0.20 だから。
　（a）について，８時台か 11 時台のどちらか一方を記述し，（b）について記述しているもの。
（８時台か 11 時台のどちらか一方の待ち時間が 60 分以上の来院者数の相対度数を記述し，（b）
について記述しているものを含む。）
（例）　・	　８時台で待ち時間が 60 分未満の相対度数は 0.50 だから，60 分未満の来院者数	
は，８時台の方が 11 時台より多いとは言い切れない。
・	　11 時台で待ち時間が 60 分以上の相対度数は 0.20 だから，60 分未満の来院者数	
は，８時台の方が 11 時台より多いとは言い切れない。
　（a）について，８時台か 11 時台のどちらか一方を記述し，（b）について記述していないもの。
（８時台か 11 時台のどちらか一方の待ち時間が 60 分以上の来院者数の相対度数を記述し，（b）
について記述していないものを含む。）
（例）　・　11	時台で待ち時間が 60 分未満の相対度数は 0.80	だから。
・　８時台で待ち時間が 60 分以上の相対度数は 0.50 だから。
　８時台と 11 時台の総度数に着目して記述しているもの。
（例）　・　８時台と 11 時台の総度数が違うから。















こで，本設問を使って授業を行う際には，「60 分末満の来院者数は，８時台の方が 11 時台よ
り多いとは言い切れない」ことについて批判的に考察するために，度数分布表やヒストグラム
を基に話し合う場面を設定することが考えられる。その際，８時台と 11 時台の 60 分末満の
人数の大小とそれぞれの時間帯の総度数の大小を関連付けながら考えるよう促し，２つの時間
帯を比較するためには相対度数が必要であることに気付かせ，実際に求めた相対度数を比較し，
60 分未満の来院者数の相対度数が８時台より 11 時台の方が大きいという傾向があることを
確認し合うことが大切である。その上で，話し合ったことをノート等にまとめることで，






・ 60 分未満の度数は，８時台が 27 で ,	11 時台が 20
・ 60 分未満の度数で見れば８時台の方が 11 時台より多い
・８時台と 11 時台で度数の合計が異なるので，そのまま比べることができない
＜結論＞
　８時台の待ち時間が 60 分未満の相対度数は 0.50 で，11 時台の待ち時間が
60 分未満の相対度数は 0.80 であリ，0.50 より 0.80 の方が大きい。よって，





































































































































































92 － 50 ＝ 42
枠の内側に当てた回数を x 回，
枠の外側に当てた回数を y回とすると，
　 x＋ y＝ 25
　５x＋２y＝ 92






















































































手順 ３ として「手順 ２ の
計算結果を得点差１でわる」
が隠れていたんだね。
計算結果を１でわっても
結果は同じだから，
得点設定１で手順３が必要
なかったんだね。
得点設定１
〇　枠の内側に１回当たるごとの得点を３点
〇　枠の外側に１回当たるごとの得点を２点
　洋平さんの求め方
手順１　投げた回数に，枠の外側に
　　　　１回当たるごとの得点をかける。
手順２　	合計得点から手順１の	
計算結果をひく。
（手順３　手順２の計算結果を得点差１でわる。）
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